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報

K A T A S H I N A

も
　
く
　
じ 武尊1500mフェスティバル

武尊牧場の夏山リフト運転を記念して開かれ
てから今年で18回目となり、会場は2500人の来
場者で賑わいました。（６／20）

・・
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景
観
審
議
会
と
は
、
片
品
村
花
の

谷
景
観
条
例
の
規
定
に
よ
り
設
置
さ

れ
る
も
の
で
、
村
長
の
諮
問
に
応
じ
、

景
観
形
成
に
関
し
必
要
な
事
項
を
審

議
す
る
と
と
も
に
、
景
観
形
成
に
関

し
村
長
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で

き
る
機
関
で
す
。
ま
た
、
景
観
審
査

委
員
会
と
は
、
景
観
審
議
会
の
中
に

設
置
さ
れ
る
委
員
会
で
、
村
長
が
景

観
形
成
に
関
す
る
事
項
に
指
導
・
勧

告
等
を
行
う
場
合
に
必
要
に
応
じ
意

見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
機
関
で

す
。村

で
は
、
景
観
形
成
の
推
進
に
つ

い
て
、
片
品
村
花
の
谷
景
観
計
画
に

基
づ
き
、
各
種
の
施
策
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

今
後
景
観
審
議
会
委
員
の
皆
様
に

は
、
景
観
形
成
の
推
進
は
も
と
よ
り

広
く
む
ら
づ
く
り
全
般
に
わ
た
っ
て

幅
広
い
ご
指
導
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
住
民
の
代
表
者
に
つ
い
て
は
、
各

区
か
ら
推
薦
を
さ
れ
た
方
々
で
す
）

景
観
審
議
会
委
員
の
委
嘱

（
２
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。）

※印は景観審査委員に指名された方々です。

六
月
四
日
（
金
）、
神
奈
川
県
横

浜
市
で
開
催
さ
れ
た
平
成
十
六
年
度

関
東
体
育
指
導
委
員
研
究
大
会
に
お

い
て
、
鎌
田
の
星
野
時
治
さ
ん
（
片

品
村
体
育
指
導
委
員
会
長
）
が
日
頃

の
活
動
が
認
め
ら
れ
、
関
東
体
育
指

導
委
員
協
議
会
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。
昭
和
五
十
五
年
か
ら
体
育
指

導
委
員
と
し
て
、
本
村
の
社
会
体
育

振
興
に
尽
力
さ
れ
、
現
在
、
利
根
郡

の
連
絡
協
議
会
副
会
長
と
し
て
も
活

躍
中
で
す
。
今
後
も
本
村
の
社
会
体

育
の
振
興
、
発
展
に
ご
活
躍
い
た
だ

き
ま
す
こ
と
を
ご
期
待
い
た
し
ま
す
。

受受
　　
賞賞

関
東
体
育
指
導
委
員

協
議
会
表
彰
受
賞

六
月
九
日
（
水
）、
サ
エ
ラ
Ｃ
Ｃ
尾

瀬
に
お
い
て
、
第
十
回
区
対
抗
ゴ
ル

フ
大
会
兼
第
四
十
四
回
片
品
村
民
ゴ

ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
前
日
の
雨
も
あ
が

り
、
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
と
な

り
、
各
区
選
手
を
は
じ
め
百
二
十
一

名
が
参
加
し
力
強
い
テ
ィ
シ
ョ
ッ
ト

を
放
っ
て
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

★
区
対
抗
成
績

優
　
勝

第
六
区

準
優
勝

第
一
区

第
三
位

第
八
区

★
村
民
ゴ
ル
フ
成
績

優
　
勝

梅
澤
　
吉
朗
（
６
区
）

準
優
勝

萩
原
　
裕
文
（
６
区
）

第
三
位

植
田
　
浩
二
（
１
区
）

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス

梅
澤
　
吉
朗(

61)

三
番
員
　
佐
　
藤
　
和
　
輝

四
番
員
　
藤
　
井
　
敏
　
博

な
ど
の
技
術
を
競
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
防
災
の
担
い
手
と
し
て
の
自
覚

を
高
め
る
目
的
で
毎
年
行
な
わ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。
片
品
村
消
防
団
も

小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
第
六
分
団
、
自

動
車
ポ
ン
プ
の
部
に
第
三
分
団
が
そ

れ
ぞ
れ
出
場
し
ま
し
た
。

両
分
団
と
も
一
カ
月
前
か
ら
東
消

防
署
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
毎
晩

練
習
を
重
ね
て
こ
の
日
の
大
会
に
臨

み
第
三
分
団
が
六
位
に
入
賞
ま
し
た

が
、
第
六
分
団
は
小
差
で
入
賞
を
逃

し
ま
し
た
。

出
場
さ
れ
た
選
手
の
皆
さ
ん
は
次

の
方
々
で
す
。

小
型
ポ
ン
プ
の
部
（
第
六
分
団
）

指
揮
者
　
高
　
山
　
照
　
正

一
番
員
　
星
　
野
　
秀
　
弘

二
番
員
　
吉
　
野
　
一
　
也

三
番
員
　
星
　
野
　
信
　
宏

自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
（
第
三
分
団
）

指
揮
者
　
星
　
野
　
義
　
幸

一
番
員
　
戸
　
丸
　
　
　
清

二
番
員
　
高
　
山
　
和
　
義

平
成
十
六
年
度
利
根
沼
田
支
部
消

防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会
が
、
六
月
六

日
（
日
）
沼
田
公
園
グ
ラ
ン
ド
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
競
技
会
は
、
消
防
活
動
に
必

要
な
機
械
器
具
の
取
扱
や
安
全
管
理

消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会

で
入
賞

第
十
回区
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会

第
四
十
四
回

片
品
村
民
ゴ
ル
フ
大
会

区　分
住民の代表

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

学識経験者
〃
〃
〃
〃
〃

千明　富夫
井上　正志
星野　京子
井上　隆至
小山　隆之
小石　俊一
千明　　勉
須藤　昭弘
入澤　　誠
笠原　精作
原澤　粂夫
北澤　佳子
萩原　文和
松浦　文男
鎌田　純男
星野　千里
星野　　浩
須藤　恵子
青木　志郎
進士　　猛
笠原　春美
星野　壽子

第１区
〃

第２区
〃

第３区
〃

第４区
〃

第５区
〃

第６区
〃

第７区
〃

第８区
〃

建 築 家
カラーコーディネーター
大学名誉教授
建 築 家
婦人会長
婦人会副会長

副会長

会　長

※

※
※

※
※

※

※
※

※
※
※
※委員長
※
※

氏　　　名 所　属 役　職 備　考
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梅
雨
入
り
宣
言
以
来
、
永
い
梅
雨

の
中
休
み
と
、
連
日
真
夏
の
よ
う
な

暑
い
日
が
続
き
、
昨
年
の
冷
夏
と
は

反
対
に
日
照
り
に
よ
る
農
作
物
の
影

響
が
心
配
で
す
。

六
月
二
十
一
日
に
は
台
風
六
号
の

風
に
よ
る
、
主
に
ト
マ
ト
ハ
ウ
ス
を

中
心
と
し
た
被
害
が
、
下
平
・
築

地
・
菅
沼
地
区
が
特
に
大
き
な
打
撃

を
受
け
、
農
協
の
皆
さ
ん
と
役
場
経

済
課
と
連
携
し
て
被
害
調
査
と
復
旧

の
た
め
の
片
付
け
を
行
い
ま
し
た

が
、
そ
の
際
大
勢
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
を
始
め
、
微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
役
場
か
ら
も
国
体
事
務
局
職
員

全
員
が
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。こ

う
し
た
予
期
せ
ぬ
天
災
や
災
害

の
時
、
こ
れ
か
ら
も
こ
う
し
た
村
民

一
人
一
人
の
力
を
ひ
と
つ
に
し
て
、

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
、
村
づ
く
り

を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

力
を
ひ
と
つ
に

東
小
川
の
商
工
会
青
年
部
員
と
有

志
の
会
員
二
十
一
名
で
構
成
さ
れ
る

「
東
小
川
会
」
は
五
月
二
十
八
日
に

東
小
川
地
区
内
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を

清
掃
し
ま
し
た
。

当
日
は
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
な
ど
を

利
用
し
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
き
れ
い

に
磨
き
上
げ
ま
し
た
。
星
野
金
文
会

長
は
「
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
綺
麗
に
す

る
事
で
、
子
供
達
や
お
年
寄
り
を
交

通
事
故
か
ら
守
っ
て
あ
げ
た
り
、
村

の
人
の
役
に
立
ち
た
い
」
と
語
っ
て

い
ま
し
た
。

身
の
回
り
の
ち
ょ
っ
と
し
た
事
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で
き
ま
す
。

の
方
々
が
片
品
村
公
平
委
員
会
委
員

と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

東
小
川
会
が

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
清
掃

三
市
町
村
か
ら
応
募
が
あ
っ
た
と
の

こ
と
で
す
。

片
品
村
で
は
、「
小
さ
な
自
治
」
＝

「
住
民
が
自
ら
考
え
、
判
断
し
、
行

動
し
て
い
け
る
地
域
」
を
実
現
す
る

た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
検

討
を
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

設
置
し
て
、
地
域
自
治
計
画
の
策
定
、

地
区
の
機
能
強
化
、
村
長
の
権
限
の

一
部
移
譲
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
役
場
職
員
、
地
域
住
民
の

意
識
改
革
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
、

研
修
会
を
実
施
し
た
り
、
職
員
を
地

域
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
位
置
づ
け

る
地
域
担
当
制
の
検
討
な
ど
も
行
い

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の

運
営
や
、
各
地
区
の
研
究
会
な
ど
で

区
長
さ
ん
を
始
め
、
村
民
の
皆
さ
ん

に
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

（
担
当：

む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

六
月
十
五
日
（
火
）
役
場
二
階
農

林
研
修
室
に
お
い
て
、「
小
さ
な
自

治
」
支
援
事
業
の
説
明
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

説
明
会
は
、
群
馬
県
新
政
策
課
の

西
和
一
氏
（
内
閣
官
房
認
定
地
域
再

生
伝
道
師
）
を
講
師
と
し
て
、
村
議

会
議
員
・
区
長
・
区
長
代
理
・
組

長
・
景
観
審
議
会
委
員
・
役
場
職
員

が
出
席
し
ま
し
た
。

「
小
さ
な
自
治
」
支
援
事
業
と
は
、

「
小
さ
な
自
治
」
推
進
検
討
会
議

（
座
長
大
宮
登
高
崎
経
済
大
学
教
授
）

の
提
言
（
平
成
十
六
年
三
月
十
七
日
）

を
受
け
、
提
言
の
趣
旨
を
実
現
す
る

た
め
に
群
馬
県
が
行
う
支
援
事
業
で

す
。
県
で
、
事
業
を
実
施
し
て
み
た

い
と
い
う
市
町
村
を
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
片
品
村
・
高
崎
市
・
榛
名
町
の

六
月
四
日
（
金
）、
村
営
武
尊
牧

場
キ
ャ
ン
プ
場
に
お
い
て
、
武
尊
山

山
開
き
並
び
に
夏
山
リ
フ
ト
安
全
祈

願
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
は
祈
願
祭

会
場
周
辺
の
一
部
し
か
開
花
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
晴
天
に
も
恵
ま

れ
た
こ
の
日
は
、
約
２
０
０
名
の
参

加
者
が
尾
瀬
太
鼓
の
太
鼓
を
合
図

に
、
登
り
初
め
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
も
い
よ
い
よ
本
格
的
な
夏
山

シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す
が
、
武
尊
地

区
が
多
く
の
ハ
イ
カ
ー
の
皆
さ
ん
で

賑
わ
う
こ
と
と
、
ハ
イ
カ
ー
の
皆
さ

ん
の
安
全
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

皆
さ
ん
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

武
尊
山
山
開
き

任
期
満
了
に
伴
い
、
片
品
村
公
平

委
員
会
委
員
に
片
品
村
下
平
二
四
七

番
地
星
野
吉
弥
氏
並
び
に
土
出
一
五

三
番
地
梅
澤
照
二
氏
が
再
任
さ
れ
ま

し
た
。

公
平
委
員
は
他
に
鎌
田
三
九
四
六

番
地
深
見
俊
司
氏
を
加
え
、
計
三
名

公
平
委
員
星
野
、

梅
澤
両
氏
再
任
さ
れ
る

「
小
さ
な
自
治
」
支
援
事
業

に
つ
い
て
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六
月
十
五
日
に
役
場
二
階
で
国

体
・
全
国
高
校
ス
キ
ー
大
会
片
品
村

実
行
委
員
会
第
二
回
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
平
成
十
七
年
二
月
開
催

の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
と
平
成
十
八
年
二

月
開
催
の
ス
キ
ー
国
体
の
準
備
に
と

も
な
う
平
成
十
五
年
度
の
決
算
と
平

成
十
六
年
度
予
算
や
事
業
計
画
に
つ

い
て
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
開
催
ま
で
あ
と

二
〇
〇
日
余
り
と
な
り
ま
し
た
。
村

民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

ま
た
、
五
月
号
で
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
し
た
古
畳
は
、
お
か
げ
さ
ま

で
必
要
量
集
ま
り
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

《
作
者
》

関
口
正
人
　
　
白
根
開
善
学
校

《
作
品
の
意
図
》

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
視
覚
的
に
表

し
、
白
銀
の
尾
瀬
（
至
仏
山
）
を
背

景
に
ス
キ
ー
競
技
三
種
目
の
選
手
た

ち
の
や
く
動
感
あ
ふ
れ
る
姿
を
表
現

し
、
尾
瀬
の
自
然
を
視
覚
的
に
表
し

ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
技
術
の
向
上
と

ス
ポ
ー
ツ
精
神
の
高
揚
を
図
る
だ
け

で
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
青
少

年
の
健
全
育
成
と
生
徒
相
互
の
親
睦

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
か
れ
る
高

校
生
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
で

す
。

シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
を
守
る
会
が

白
根
山
の
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
を

復
元

第
五
十
四
回

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
ポ
ス
タ
ー
完
成

第
六
十
一
回
国
体
ス
キ
ー
競
技
会
・

第
五
十
四
回
全
国
高
校
ス
キ
ー
大
会

片
品
村
実
行
委
員
会
第
二
回
総
会
開
催

大型で非常に強い台風６号が日本海付近を通過
しましたが、影響で６月としては希にみる被害を被
りました。
片品村は21日午後から夜まで大雨と強風にみま

われ、116棟のパイプハウスが倒壊等の被害を受
けましたが内114棟がトマト用ハウスでした。翌
朝には片品村農協主導による薬害対策、被害調査、
倒壊ハウスの片付け応援と短期間の内に復旧作業
を行いました。人的被害がなかったのが幸いです。

台風６号暴れる

群
馬
県
で
は
過
去
に
五
回
の
国
体

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
第
三
十
八
回
大

会
で
は
完
全
国
体
と
し
て
全
季
の
大

会
が
行
わ
れ
た
う
え
、
マ
ス
コ
ッ
ト

が
初
め
て
登
場
し
ま
し
た
。

平
成
十
八
年
の
夏
季
・
秋
季
大
会

は
兵
庫
県
で
、
冬
季
ス
ケ
ー
ト
・
ア

イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
は
北
海
道
の
苫
小
牧

で
行
わ
れ
、
冬
季
ス
キ
ー
大
会
が
片

品
村
で
行
わ
れ
ま
す
。

〜
ミ
ニ
知
識
☆
国
体
☆
〜

群
馬
県
と
国
体

開 催 年

昭和58年

昭和60年
昭和63年
平成 6年
平成15年
平成18年

38回

40回
43回
49回
58回
61回

あ か ぎ 国 体

冬季
〃
夏季
秋季
冬季
冬季
冬季
冬季
冬季

スキー
スケート、アイスホッケー
水泳ほか
陸上ほか
スキー
スケート、アイスホッケー
スケート、アイスホッケー
スケート、アイスホッケー
スキー

片 品 国 体
伊 香 保 国 体
上 州 国 体
群 馬 国 体
未定（片品村）

回数 国　体　名 季別 競　技　種　別

六
月
二
十
五
日（
金
）白
根
山
の
シ

ラ
ネ
ア
オ
イ
復
元
作
業
が
シ
ラ
ネ
ア

オ
イ
を
守
る
会
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
復
元
作
業
は
、
白
根
山
の
シ

ン
ボ
ル
的
な
花
で
あ
る
シ
ラ
ネ
ア
オ

イ
の
絶
滅
を
危
惧
し
、
平
成
五
年
度

か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

梅
雨
空
で
雨
が
心
配
さ
れ
た
当

日
、
守
る
会
の
メ
ン
バ
ー
を
始
め
県

立
尾
瀬
高
校
生
徒
や
日
本
製
紙
か
ら

参
加
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち

約
１
０
０
人
が
、
山
麓
か
ら
運
ば
れ

た
苗
を
白
根
山
の
弥
陀
ヶ
池
の
西
側

斜
面
に
移
植
し
、
復
元
を
願
い
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
者
は
移
植
だ
け
で
な

く
、
登
山
道
の
ゴ
ミ
拾
い
や
山
頂
付

近
の
植
生
を
保
護
す
る
た
め
の
ロ
ー

プ
柵
の
手
直
し
な
ど
、
白
根
山
の
自

然
保
護
活
動
に
も
汗
を
流
し
ま
し
た
。
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法
を
学
習
し
た
後
、
参
加
し
た
小
学

生
・
高
齢
者
・
尾
瀬
高
校
生
徒
（
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
）
で
混
合
チ
ー
ム

を
つ
く
り
ま
し
た
。
寿
大
学
生
は
、

わ
な
げ
の
経
験
者
が
多
く
、
五
メ
ー

ト
ル
あ
る
的
に
ど
ん
ど
ん
輪
を
入
れ

て
い
ま
し
た
。
小
学
生
の
中
に
も
上

手
に
輪
を
入
れ
こ
と
が
で
き
た
人
も

い
ま
し
た
。

今
回
は
、
わ
な
げ
だ
け
で
な
く
、

手
軽
に
で
き
る
運
動
も
教
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。
子
ど
も
も
高
齢
者
も
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

イ
ン
ド
ア
ペ
タ
ン
ク
と
は
、
目
標

と
す
る
ボ
ー
ル
に
ど
れ
だ
け
投
げ
た

ボ
ー
ル
が
近
づ
く
か
を
競
う
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。
群
馬
県
で
行
わ
れ
る
「
ね

ん
り
ん
ぴ
っ
く
」
で
も
実
施
す
る
予

定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

参
加
者
の
う
ち
経
験
者
は
、
一
人

も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
講
師
の
説
明

の
あ
と
、
実
際
に
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま

し
た
。
目
標
ボ
ー
ル
に
近
づ
け
る
の

が
思
っ
た
よ
り
も
難
し
か
っ
た
の
で

す
が
、
慣
れ
て
く
る
と
目
標
ボ
ー
ル

ぴ
っ
た
り
に
つ
け
る
人
も
い
ま
し

た
。ゲ

ー
ム
を
し
て
い
る
と
あ
っ
と
い

う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し

た
。次

回
は
、
７
月
25
日
に
谷
川
岳
ハ

イ
キ
ン
グ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

六
月
二
十
日
（
日
）
沼
田
公
園
内

沼
小
記
念
体
育
館
で
行
わ
れ
た
、
小

学
生
学
年
別
大
会
に
、
片
品
か
ら
九

名
の
選
手
が
出
場
し
ま
し
た
。

立
ち
見
の
応
援
者
が
で
る
ほ
ど
の

熱
気
の
な
か
、
選
手
達
は
そ
れ
ぞ
れ

健
闘
し
、
一
年
生
の
部
で
片
品
南
小

の
星
野
代
朔
君
が
、
見
事
準
優
勝
に

な
り
ま
し
た
。

早
朝
か
ら
お
骨
折
り
い
た
だ
き
ま

し
た
役
員
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
ご
苦

労
様
で
し
た
。

ま
た
次
の
大
会
に
向
け
、
怪
我
の

な
い
よ
う

練
習
に
頑

張
っ
て
く

だ
さ
い
。

の
六
年
間
で
六
回
経
験
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
道
路
の
ゴ
ミ
を
拾
い
な

が
ら
子
ど
も
た
ち
は
、
地
域
の
環
境

に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
考
え
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

午
後
は
、
三
世
代
交
流
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
を
実
施
し
ま
し
た
。
同

じ
地
区
の
人
と
同
じ
チ
ー
ム
に
な

り
、
団
体
戦
を
行
い
ま
し
た
。
世
代

間
を
超
え
て
、
話
し
な
が
ら
、
和
気

藹
々
の
う
ち
に
進
行
し
ま
し
た
。
ホ

ー
ル
イ
ン
ワ
ン
も
数
多
く
で
ま
し

た
。実

施
後
の
反
省
会
で
、
有
意
義
な

活
動
な
の
で
、
来
年
度
も
継
続
し
て

い
こ
う
と
い
う
話
が
で
ま
し
た
。

寿
大
学
と
子
ど
も
ク
ラ
ブ
Ｔ
・
Ｋ

合
同
の
わ
な
げ
教
室
を
開
催
し
ま
し

た
。講

師
の
指
導
の
も
と
に
ゲ
ー
ム
方

子
ど
も
達
が
地
域
の
人
や
学
校
の

先
生
と
一
緒
に
美
化
活
動
を
実
施
す

る
中
で
、
花
咲
・
針
山
と
い
う
地
域

を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
る
こ
と
を

ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。
最
近
の
子

ど
も
た
ち
は
、
直
接
体
験
活
動
を
す

る
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

年
に
一
度
の
実
施
で
す
が
、
小
学
校

五
月
二
十
七
日
（
木
）
片
品
村
文

化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
平
成
十
六
年

度
の
寿
大
学
開
講
式
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
度
の
学
級
長
に
選
ば
れ

た
越
本
の
笠
原
信
充
さ
ん
が
あ
い
さ

つ
の
な
か
で
「
こ
れ
か
ら
は
年
配
者

が
様
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
く
こ
と
が
元
気
の
元
に
な
る
の
で

皆
さ
ん
と
一
年
間
一
緒
に
や
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
」
話
し
、
そ
の
後
フ
ィ

ル
ム
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
人
権
問
題
を

テ
ー
マ
に
し
た
「
お
は
よ
う
の
声
が

響
く
街
に
」
を
上
映
し
ま
し
た
。
今

年
は
五
六
名
の
受
講
生
が
あ
り
、
輪

投
げ
、
丸
沼
高
原
の
二
荒
山
神
社
参

拝
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
用
の
小
物

づ
く
り
、
手
作
り
〈
ピ
ザ
〉
づ
く
り
、

講
演
会
と
計
五
回
の
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

健
全
育
成
活
動
（
第
三
区
）

６
月
５
日

寿
大
学
・
子
ど
も
ク
ラ
ブ
Ｔ
・
Ｋ

交
流
わ
な
げ

６
月
５
日

ト
ラ
イ
や
る
ス
ポ
ー
ツ
Ｔ
・
Ｋ

（
イ
ン
ド
ア
ペ
タ
ン
ク
）

６
月
24
日

第
三
十
六
回

須
田
杯
柔
道
大
会

平
成
十
六
年
六
月
十
日
（
木
）
か

ら
十
四
日
（
月
）
ま
で
の
五
日
間
、

群
馬
県
庁
一
階
県
民
ホ
ー
ル
で
「
ぐ

ん
ま
物
産
観
光
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
ま
つ
り
は
、「
上
州
の
『
旨

い
！
』
が
大
集
合
」
を
テ
ー
マ
に
、

県
民
の
方
々
に
対
し
、
県
の
名
産
品

の
展
示
・
即
売
会
を
行
う
と
と
も

に
、
夏
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
本
番
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
各
種
観
光
イ
ベ
ン

ト
情
報
の
提
供
を
行
う
目
的
で
開
催

さ
れ
た
も
の
で
す
。

片
品
村
で
は
、
六
月
十
一
日
（
金
）

か
ら
十
三
日
（
日
）
の
三
日
間
参
加

し
、
会
場
内
の
観
光
Ｐ
Ｒ
ス
ペ
ー
ス

に
お
い
て
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
や

片
品
村
の
観
光
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
情

報
に
つ
い
て
の
案
内
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
物
産
販
売
で
は
、
尾
瀬
ド

ー
フ
が
参
加
し
ま
し
た
。

（
担
当：

む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

寿
大
学
始
ま
る

「
ぐ
ん
ま
物
産
観
光
ま
つ
り
」

に
参
加
し
ま
し
た
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広
報
文
芸
片
品
村
俳
句
作
家
協
会

平
成
十
六
年
五
月
俳
句
会

摺
渕
　
　
　
木
村
　
佳
江

絡
ま
せ
て
楓
の
咲
か
す
藤
の
花

花
開
く
如
く
燕
の
子
ら
の
口

鎌
田
　
　
　
渡
辺
　
和
昭

山
雀
や
花
に
埋
れ
て
忠
魂
碑

岩
つ
つ
じ
山
彦
返
す
黒
檜
山

須
賀
川
　
　
大
竹
　
久
代

花
房
は
す
べ
て
空
向
く
栃
の
花

子
は
見
え
ず
殻
二
つ
落
つ
軒
つ
ば
め

鎌
田
　
　
　
吉
野
　
道
子

秩
父
路
の
礼
所
静
に
砂
羅
の
花

す
い
と
来
て
す
い
と
飛
び
去
る
夕
つ

ば
め

鎌
田
　
　
　
横
坂
　
末
吉

滝
音
に
ま
さ
る
恋
唄
ほ
と
と
ぎ
す

新
緑
に
つ
つ
じ
明
る
く
山
装
ふ

鎌
田
　
　
　
福
田
二
三
四

垣
間
見
る
月
光
を
浴
び
花
菖
蒲

隣
り
み
れ
ば
燕
と
び
か
う
無
人
駅

鎌
田
　
　
　
星
野
　
芳
江

蜩
の
惜
し
み
鳴
き
し
て
夕
迫
る

レ
ン
ゲ
つ
つ
じ
赤
城
も
武
尊
も
満
開

に

鎌
田
　
　
　
寺
岡
　
貞
子

走
り
梅
雨
峠
の
茶
屋
や
閑
ま
れ
り

ひ
る
が
え
る
燕
の
白
の
日
に
光
り

栃
久
保
　
　
戸
丸
　
好
夫

一
病
に
な
や
む
入
梅
文
字
乱
る

吹
割
の
し
ぶ
き
を
よ
ぎ
る
飛
燕
か
な

東
小
川
　
　
千
明
ヒ
ロ
子

ア
カ
シ
ア
の
香
た
だ
よ
う
雨
の
道

つ
つ
じ
燃
ゆ
牧
に
よ
こ
た
う
牛
の
群

れ

鎌
田
　
　
　
星
野
　
光
子

更
衣
捨
て
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
多
し

茅
ぶ
き
の
軒
場
の
広
し
初
つ
ば
め

鎌
田
　
　
　
星
野
ト
ミ
エ

夕
映
え
に
田
水
の
光
夏
き
た
る

朝
露
に
つ
ば
め
飛
び
交
う
風
の
中

越
本
　
　
　
笠
原
　
芳
堂

夢
膨
ら
ま
せ
老
夫
の
植
え
る
茄
子
の

苗狭
き
田
に
映
る
月
影
つ
つ
じ
咲
く

鎌
田
　
　
　
萩
原
弥
栄
子

梅
雨
冷
の
畳
に
吐
き
し
老
の
愚
痴

鎌
田
　
　
　
星
野
　
歌
子

沈
丁
に
顔
寄
せ
命
な
が
ら
へ
り

築
地
　
　
　
千
明
お
さ
む

声
交
し
と
な
り
も
葱
の
苗
植
え
し

摺
渕
　
　
　
千
明
　
新
芽

魔
除
け
の
テ
ー
プ
が
光
る
大
豆
畑

威
嚇
す
る
子
育
て
つ
ば
め
低
く
飛
ぶ

一
句
目
　
兼
題

二
句
目
　
席
題
　
つ
ば
め
　
つ
つ
じ

Key words: キーワード：
errand 用事 self-serve セルフサービス pump 注入する
full service いたれりつくせり　offer 提供する　attendant 接客係
tank タンク　windshield 防風ガラス　traffic 交通

One of my favorite errands is getting gas for my
car.
ガソリンスタンドに行くことは私の好きなことの一つです。

Japanese service stations are very different from American ones. 
日本のスタンドはアメリカとはとても違います。
These days, most gas stations in the U.S. are self-serve only.
近年、アメリカではほとんどのスタンドがセルフサービスです。
I don't mind pumping my own gas, but I really enjoy the full
service that Japanese gas stations offer.
自分で給油することも構いませんが、日本のガソリンスタンドが提供し
てくれる十分なサービスはとても快適です。
While I wait, friendly attendants fil l my tank, clean my
windshield, and take my trash.
私が待っている間に、親切な係員が給油や窓ガラスの拭き取り、またゴ
ミまで捨ててくれます。
Then, they'll even stop traffic so I can get back onto the street!
給油後、車道に戻りやすいように交通を遮断してくれさえします。
I usually don't see or talk with anyone at gas stations in the
States. 
アメリカのスタンドでは普通誰にも会わないし、話もしません。
But those places do have one good point: they're open 24 hours
a day!
一つだけ便利なことは、24時間営業だということです。

Service Stations サービス　ステーション☆生涯学習講座関係
・トライやるスポーツＴ・Ｋ

・子どもクラブＴ・Ｋ「武尊山探

検」

・古文書を読む会

☆青少推、子育連関係
・子ども会球技大会(村)

・少年の主張利根沼田大会

☆社会体育関係
・区対抗野球大会

☆学校関係
◇全体

・始業式

◇片小

・演劇教室

◇北小

・校内水泳記録会

◇南小

・スポ少キャンプ

・プール納め（低学年）

・プール納め（高学年）

◇武尊根小

・ナイトフェスティバル（親子行

事）

・校内水泳記録会

◇片中

・県中体連

・先輩が語る高校生活

・環境奉仕日

18日

28日

下旬

１日

27日

２日～

25日

26日

31日

未定

27日

30日

７日

26日

７月30日～２日

26日

27日

８月

生涯学習予定表�生涯学習予定表�

※予定が変更される場もありますの
で、予め御了承ください。
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下
平
の
板
金
工
場
に
入
る
と
、
修

理
待
ち
の
ハ
ー
レ
ー
が
３
台
、
利
根

村
・
白
沢
村
・
川
場
村
の
人
か
ら
短

期
間
の
修
理
で
預
か
っ
て
い
る
と
い

い
、
入
り
口
に
あ
る
２
台
は
藤
岡
の

人
か
ら
の
依
頼
で
、
ほ
ぼ
フ
レ
ー
ム

の
状
態
で
車
庫
入
り
さ
れ
、
お
客
さ

ん
の
希
望
の
形
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い

く
と
い
い
ま
す
。

英
孝
さ
ん
は
高
校
卒
業
後
、
二
年

間
の
洋
服
販
売
店
勤
務
を
経
て
、
実

家
の
田
邊
自
動
車
整
備
工
場
に
勤
務

し
て
い
ま
す
が
、
ハ
ー
レ
ー
ダ
ビ
ッ

ド
ソ
ン
社
の
オ
ー
ト
バ
イ
が
好
き

で
、
自
分
流
に
カ
ス
タ
ム
し
て
乗
っ

て
い
た
と
こ
ろ
、
同

じ
趣
味
の
知
り
合
い

が
で
き
仕
事
を
依
頼

さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
そ

こ
か
ら
の
紹
介
で
県

内
各
地
か
ら
の
修

理
・
カ
ス
タ
ム
等
の

依
頼
が
年
々
増
え
て

き
ま
し
た
。

主
に
一
九
七
〇
年
代
の
車
両
が
好

き
で
、
入
手
困
難
の
パ
ー
ツ
は
自
作

し
、
ド
レ
ス
ア
ッ
プ
に
欠
か
せ
な
い

一
品
物
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
パ
ー
ツ
も
作

成
で
き
る
の
で
依
頼
人
か
ら
喜
ば
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。

田た

邊な
べ

英ひ
で

孝た
か

さ
ん

須
賀
川
二
八
三

（
ハ
ー
レ
ー
カ
ス
タ
ム
ビ
ル
ダ
ー
）

あなたの保険税が
国保を支えています

わが国は誰もがいずれかの医療保険（国民
健康保険、健康保険組合、共催組合など）に
入らなければなりません。いずれの医療保険
も皆さんの保険税と国などの補助金で運営さ
れています。保険税による収入が運営費の三
分の一を占めていて、医療費の一部負担、出
産育児一時金、葬祭費、移送費など様々な給
付に使われています。

１．医療保険分は次のように計算されます。
均等割　世帯の加入者一人あたり
平等割　一世帯あたり
所得割　世帯の前年中の所得に応じて
資産割　世帯の固定資産税に応じて

２．介護保険分は40歳以上65歳未満の人に対
して、医療保険分と同じように計算されま
す。（２号被保険者）

☆保険税の納税義務者は世帯主になります。
☆保険税は転入、出生などで資格を得た月か
ら納めます。

☆医療保険の健全な運営のため納期内納入を
お願いします。

☆納税は口座振替もできますので、ぜひご利
用ください。

④

国保だより�国保だより�

6

わがむらじまん・匠の情報をおまちしております。

今
月
の
匠

▲この状態から仕事に
入る

▲一品物のパーツが付いた
エンジンまわり

夏休みをたのしく元気に
すごさせるために（保護者の方へ）
７月15日から８月31日を期間として全県下で

「夏の青少年健全育成運動」が実施されます。夏は
青少年が学校や職場から開放され思わぬ事故や非
行が発生する時期でもあります。本村においても
この期間中青少年が楽しく有意義に過ごせること
を目標に、次のとおり推進事項を作成しましたの
で、保護者の皆様の特段のご協力をよろしくお願
いいたします。

１、健康に注意し、規則正しい生活で身体を鍛え
させましょう。

２、家のお手伝いをさせましょう。
３、家族でお互いの行先、帰宅時間をはっきりし

ておきましょう。
４、あいさつの励行を心がけましょう。
５、交通事故にあわないよう注意しましょう。

片品村教育委員会

片品村青少年健全育成会議
重　点　目　標

片品村の青少年の健全な成長を願って、健全育
成中央会議で「片品村の重点目標」を作りました。
地区や学校では、これにもとづいてそれぞれの

目標を立てて実践されるよう、また家庭において
は、親子でよく話し合い、家の目標を確立して実
行されるようお願いいたします。

１．大人も子どももすすんで挨拶をしよう
大人も子どももお互い挨拶をすることで、地域

のコミュニケーションを図るために、この目標を
掲げました。片品の子ども達の素直さをさらに伸
ばして、地域全体で子ども達を育てましょう。

２．家庭学習を習慣づけ学習意欲を高めよう
子どもの本分は学習であり、学校でよく学習す

るには家でもよく勉強する必要があります。親子
で話し合い将来の目標を定め、毎日家庭学習につ
とめましょう。



前
橋
市
高
年
齢
者
職
業
相
談
室
、

前
橋
パ
ー
ト
バ
ン
ク
、
ぐ
ん
ま
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
ふ
ぁ
い
ん
ど
（
情
報
プ
ラ

ザ
）
早
期
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
（
以

上
前
橋
市
所
在
）
及
び
群
馬
人
材
銀

行
、
群
馬
学
生
相
談
室
、
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
（
以
上
高
崎
市

在
住
）
の
現
所
在
地
で
の
業
務
を
６

月
30
日
を
も
っ
て
終
了
し
、
こ
れ
ら

の
各
施
設
を
統
合
の
う
え
７
月
12
日

よ
り
前
橋
市
小
相
木
町
２
７
８
―
３

に
お
い
て
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
え
ば

し
　
し
ご
と
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ
」
と

し
て
業
務
開
始
す
る
こ
と
と
い
た
し

ま
し
た
。

お
仕
事
を
お
探
し
の
際
は
是
非
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

〈
連
絡
先
〉

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
え
ば
し
　
1
０
２

７
―
２
９
０
―
２
１
１
１
　
三
輪
・

飯
塚

〈
７
月
12
日
以
降
の
連
絡
先
〉

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
え
ば
し
し
ご
と
サ

ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ

1
０
２
７
―
２
８
０
―
４
５
１
０

金
井
・
本
多

▽
第
一
次
試
験
日

九
月
二
十
六
日
（
日
）

▽
第
一
次
試
験
合
格
発
表

十
月
十
四
日
（
木
）

▽
第
二
次
試
験

十
一
月
上
旬

▽
最
終
合
格
発
表

十
一
月
二
十
五
日
（
木
）

▽
職
種

事
務
系
・
技
術
系
職
種

▽
受
験
資
格

・
Ⅱ
類
…
昭
和
五
十
二
年
四
月
二

日
か
ら
六
十
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人

・
Ⅲ
類
…
昭
和
五
十
八
年
四
月
二

日
か
ら
六
十
二
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人

▽
申
込
期
間

八
月
九
日
（
月
）
〜
二
十
七
日

（
金
）

▽
申
込
方
法

所
定
の
出
願
用
紙

▽
出
願
用
紙
配
布
場
所

県
行
政
事
務
所
、
県
東
京
事
務
所

県
庁
内
二
階
県
民
セ
ン
タ
ー

▽
問
い
合
わ
せ
先

県
人
事
委
員
会
事
務
局

1
０
２
７
―
２
２
６
―
２
７
４
５

日
時

十
一
月
七
日(

日)

午
前
九
時
三
十
分
〜

午
後
四
時
三
十
分

会
場

渋
川
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

４
階
　
大
会
議
室

渋
川
１
７
６
０
―
１

受
験
料

一
万
六
千
円

（
当
日
の
受
験
講
習
料
含
む
）

受
験
申
込
書
配
布
期
間

八
月
二
日
〜
八
月
三
十
一
日

受
験
申
込
受
付
期
間

八
月
二
日
〜
九
月
七
日

受
験
申
込
書
配
布
及
び
受
付
、
問
い

合
わ
せ
は
片
品
村
ダ
ム
対
策
課
へ

広報かたしな H16. 7
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「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
え
ば
し

し
ご
と
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ

ザ
」
の
開
設
に
つ
い
て

県
職
員
採
用
Ⅱ
類
・

Ⅲ
類
試
験

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験

◎警察官Ｂ　男性・女性
○受験資格
昭和49年４月２日から昭和62年

４月１日までに生まれた人。
ただし、学校教育法による大学

（短期大学を除く）又はこれと同等
と人事委員会が認める学校を卒業又
は平成17年３月までに卒業見込みの
人は受験できません。
○受付期間
平成16年７月20日（火）

～８月６日（金）
○第１時試験日
平成16年９月19日（日）

試験案内配布場所（６月25日から配布）
沼田警察署及び各交番・駐在所
詳しくは、沼田警察署、最寄りの

交番・駐在所にお尋ね下さい。
【沼田警察署】10278－22－0110

平成16年度自衛官採用試験のお知らせ
※防衛庁では、平成16年度各種自衛官の採用試験を次のとおり行ってます。

＊詳しいことは、自衛隊沼田募集事務所　123－4111まで

平成16年度群馬県警察官Ｂ
採用試験の実施について

沼田警察署

※群馬地連ホームページアドレス http://www.gunma.plo.jda.go.jp

曹 候 補 士

一般曹候補学生

航 空 学 生

看 護 学 生

防衛大学校学生

防衛医科大学校生徒

２等陸・海・空士

種　　目 資　　格 受 付 期 間 一 次 試 験区分

男子

女子

男女

男女

男女

男女

男女

男女

18歳以上27歳未満

18歳以上27歳未満

18歳以上27歳未満

18歳以上24歳未満

高卒（見込含む）21歳未満

高卒（見込含む）24歳未満

高卒（見込含む）21歳未満

高卒（見込含む）21歳未満

9月27日（月）

9月18日（土）

9月23日（木）

10月17日（日）

11月13日（土）・14日（日）

11月6日（土）・14日（日）

9月16日（木）・22日（水）・
26日（日）のいずれか1日8月2日（月）

～9月8日（水）

8月2日（月）

～9月8日（水）

9月10日（金）

～10月1日（金）

国
民
年
金
に
は
、
所
得
が
少
な

く
、
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が

困
難
な
場
合
に
、
一
定
の
基
準
に

よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

免
除
申
請
を
す
る
と
、
本
人
・

配
偶
者
及
び
世
帯
主
の
前
年
の
所

得
を
基
準
に
審
査
が
行
わ
れ
、
承

認
さ
れ
る
と
国
民
年
金
保
険
料
の

全
額
ま
た
は
半
額
の
納
付
が
免
除

さ
れ
ま
す
。（
半
額
免
除
が
承
認
さ

れ
た
場
合
に
は
、
残
り
の
半
額
を

納
付
し
な
い
と
未
納
と
同
じ
扱
い

に
な
り
ま
す
）

今
ま
で
免
除
の
承
認
を
受
け
て

い
た
方
は
、
６
月
で
承
認
期
間
が

切
れ
て
い
ま
す
の
で
、
引
続
き
免

除
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
手
続
き

が
必
要
で
す
。
手
続
き
が
遅
れ
る

と
承
認
開
始
期
間
が
遅
れ
、
保
険

料
を
納
付
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

期
間
が
発
生
し
ま
す
の
で
、
忘
れ

ず
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
に
は
保
険
料
の

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

広報かたしな H16. 7
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村
で
は
、
四
月
一
日
か
ら
国
民
健

康
保
険
事
業
の
保
険
税
率
な
ど
を
下

記
の
と
お
り
改
正
い
た
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
事
業
の
保
険
税
率

に
つ
い
て
は
、
平
成
三
年
に
改
正
し

て
以
来
据
え
置
い
て
健
全
な
運
営
に

努
め
て
き
ま
し
た
が
、
現
行
の
税
率

で
は
赤
字
が
見
込
ま
れ
今
後
、
医
療

費
な
ど
の
支
払
い
が
不
可
能
に
な
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
医
療
費
を
確
保
し
、
皆

さ
ん
の
健
康
を
守
る
た
め
に
保
険
税

率
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

問
合
せ

税
務
課

電
話
５
８
・
２
１
１
１
内
線
２
３
７

所
得
割
・
資
産
割
等
に
つ
い
て

は
、
従
前
の
と
お
り
で
す
。

固
定
資
産
税
は
ど
の
よ
う
に
課

税
さ
れ
、
税
率
は
何
％
で
す
か
？

評
価
額
で
は
な
く
課
税
標
準
額

に
税
率
を
乗
じ
て
算
出
し
ま
す
。
税

率
は
地
方
税
法
で
一
・
四
％
〜
二
・

一
％
と
さ
れ
て
お
り
、
片
品
村
で
は

一
・
四
％
で
課
税
し
て
い
ま
す
。

固
定
資
産
の
評
価
替
え
と
は
ど

ん
な
こ
と
で
す
か
？

総
務
省
の
指
導
に
よ
り
三
年
に

一
度
評
価
額
を
見
直
す
制
度
で
す
。

片
品
村
で
は
土
地
（
宅
地
）
に
つ
い

て
は
不
動
産
鑑
定
士
に
依
頼
し
て
毎

年
見
直
し
を
し
て
い
ま
す
。
次
の
評

価
替
え
は
平
成
十
八
年
度
で
す
。

家
屋
は
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
か
？

総
務
省
の
評
価
基
準
に
よ
り
評

価
し
て
い
ま
す
。
木
造
家
屋
は
全
て

片
品
村
で
評
価
し
、
非
木
造
（
鉄
骨

造
等
）
で
床
面
積
の
大
き
い
も
の
は

群
馬
県
で
評
価
し
て
い
ま
す
。

土
地
は
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
か
？

総
務
省
及
び
群
馬
県
市
町
村
課

の
指
導
に
よ
り
評
価
し
て
い
ま
す
。

宅
地
は
不
動
産
鑑
定
士
に
依
頼
し
て

評
価
し
て
い
ま
す
。

最
近
片
品
村
で
は
宅
地
の
評
価

額
が
下
が
っ
て
い
る
の
に
税
額
が
上

が
る
の
は
ど
う
し
て
で
す
か
？

片
品
村
は
評
価
額
よ
り
課
税
標

準
額
が
低
い
た
め
、
総
務
省
の
指
導

に
よ
り
課
税
標
準
額
が
な
だ
ら
か
に

引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
た
め
で
す
。

償
却
資
産
と
は
ど
ん
な
も
の
で

す
か
？営

利
を
目
的
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
る
土
地
、
家
屋
以
外
の
資
産
で

す
。例

え
ば
ダ
ム
、
送
電
用
鉄
塔
、
ス

キ
ー
場
の
リ
フ
ト
、
圧
雪
車
、
厨
房

機
器
、
ま
た
、
グ
ラ
ン
ド
や
駐
車
場

の
工
事
費
用
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

固
定
資
産
税
の
免
税
点
と
は
ど

ん
な
こ
と
で
す
か
？

課
税
さ
れ
る
下
限
の
課
税
標
準

額
を
免
税
点
と
い
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の

合
計
が
次
に
満
た
な
い
場
合
は
課
税

さ
れ
ま
せ
ん
。

○
土
地
…
三
十
万
円

○
家
屋
…
二
十
万
円

○
償
却
資
産
…
百
五
十
万
円

固
定
資
産
税
Ｑ
＆
Ａ

国
民
健
康
保
険
の

保
険
税
率
が
改
正

さ
れ
ま
す

図書室だよ
り�

読んでみませんか 図書室カレンダー　7/18～8/21

日 月 火 水 木 金 土
19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31
2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21

８
１

７
18

＊
火
〜
金
曜
日午

後
１
時
〜
５
時
開
室

夏
休
期
間
は午

前
９
時
〜
５
時
開
室

＊
■
は
お
休
み
で
す
。

＊
□
は
み
や
ま
号
巡
回
日
で
す
。

プラハの時代は去り、今や魔術の中心はロンド
ン。いま、ひとりの少年が師匠にかくれて寝室の
床に五線星を描き、バーティミアスという悪魔を
召喚した。彼は御年5010歳。どこかとぼけてい
て、憎めない、おちゃめなキャラだ。夏休みに読
んでみて下さい。

『バーティミアス』ジョナサン・ストラウド 著

役場出納室から支払通知について

出納室では支払通知を電子メールにてお知らせ

することができるようになりました。

ついては、電子メールでの支払通知を希望される

場合は、宛先欄に次の電子メールアドレスを件名

欄に社名等を入力して送信してくだ

さい。

as@vill.katashina.gunma.jp
出納室では、受信記録から皆様の電子メールアド

レスを取得いたします。

登録したアドレスを変更したい場合は、新しい電

子メールアドレスを送信してください。

お問い合わせ等については、上記のメールまたは

TEL0278－58－2118、FAX0278－58－2110

片品村役場出納室 萩原 までお願いします。

国民健康保険の保険税率などの改正内容（年額)

区　分

医療分

被保険者
均 等 割

世 帯 別
平 等 割

改正前 16,800円 26,400円

20,400円 30,000円改正後



十
月
十
日
（
日
）
に
県
庁
で
「
公

共
交
通
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
を
記
念
し
て
、
小
中
学
生
の
皆

さ
ん
が
バ
ス
や
電
車
に
乗
り
、
そ
の

感
想
や
意
見
な
ど
を
寄
せ
て
い
た
だ

く
「
バ
ス
・
電
車
体
験
乗
車
モ
ニ
タ

ー
」
を
募
集
し
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
の
方
に
は
、
一
枚
で
県

内
の
路
線
バ
ス
・
電
車
（
Ｊ
Ｒ
、
東

武
鉄
道
を
除
く
）
を
小
・
中
学
生
二

名
ま
で
利
用
で
き
る
「
ぐ
ん
ま
の
バ

ス
・
電
車
体
験
乗
車
き
っ
ぷ
」
を
お

送
り
し
ま
す
。

▽
体
験
乗
車
日

八
月
二
十
一
日

（
土
）
及
び
二
十
二
日
（
日
）

▽
乗
車
可
能
路
線

県
内
の
路
線
バ

ス
、
市
町
村
乗
合
バ
ス
、
上
信
電

鉄
、
上
毛
電
鉄
、
わ
た
ら
せ
渓
谷

鐵
道
（
ト
ロ
ッ
コ
列
車
を
除
く
）

▽
応
募
条
件

①
県
内
在
住
の
小
中
学
生

②
乗
車
し
た
感
想
な
ど
に
つ
い

て
、
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え

て
い
た
だ
け
る
人

▽
応
募
期
限

七
月
三
十
一
日
（
土
）

当
日
消
印
有
効

▽
応
募
人
数

先
着
五
百
組
（
千
名
）

定
員
に
成
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

▽
申
し
込
み
方
法

葉
書
に
、
応
募

者
の
住
所
・
氏
名
・
学
校
名
・
学

年
・
電
話
番
号
を
明
記

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
県
土
整
備
局
交
通
政
策
課
地

域
交
通
グ
ル
ー
プ

〒
３
７
１
‐
８
５
７
０
　
前
橋
市

大
手
町
１
‐
１
‐
１

1
０
２
７
―
２
２
６
―
２
３
８
２

群
馬
県
教
育
委
員
会
で
は
広
く
県

民
の
教
育
に
対
す
る
意
見
、
要
望
な

ど
を
伺
い
、
県
民
の
期
待
に
応
え
る

教
育
行
政
を
推
進
す
る
た
め
群
馬
県

教
育
モ
ニ
タ
ー
の
募
集
を
し
ま
す
。

募
集
要
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
役
割

教
育
モ
ニ
タ
ー
に
は
、
次
の
仕
事

を
行
っ
て
い
だ
き
ま
す
。

�
　
教
育
及
び
教
育
行
政
に
関
す
る

意
見
、
要
望
等
の
提
出
（
随
時
）

�
　
教
育
懇
談
会
等
へ
の
参
加
（
１

〜
２
回
程
度
）

�
　
県
教
育
委
員
会
の
関
係
施
設
・

事
業
の
見
学
及
び
意
見
交
換
（
１

回
）

�
　
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
が
募
集

す
る
「
21
世
紀
ぐ
ん
ま
教
育
賞

（
み
や
ま
未
来
賞
）」
へ
の
応
募

（
１
回
）

�
　
そ
の
他
、
県
教
育
委
員
会
が
依

頼
す
る
調
査
へ
の
回
答
な
ど

○
募
集
人
員

20
人
各
教
育
事
務
所
４
人
を
目
安

と
し
ま
す
。

○
委
嘱
期
間

教
育
モ
ニ
タ
ー
の
委
嘱
期
間
は
、

委
嘱
の
日
（
平
成
16
年
９
月
予
定
）

か
ら
１
年
間
と
し
ま
す
。

○
応
募
資
格

教
育
に
関
心
が
あ
り
、
教
育
モ
ニ

タ
ー
と
し
て
の
活
動
に
積
極
的

な
、
県
内
に
在
住
、
在
勤
ま
た
は

在
学
す
る
方
で
す
。

た
だ
し
、
次
の
人
は
応
募
で
き
ま

せ
ん
。

�
　
年
齢
16
歳
未
満
の
人

�
　
常
勤
の
公
務
員
（
た
だ
し
、
臨

時
ま
た
は
非
常
勤
の
人
は
応
募
で

き
ま
す
）

�
　
教
育
モ
ニ
タ
ー
経
験
者
及
び
平

成
16
年
度
群
馬
県
民
自
治
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
メ
ン
バ
ー

○
経
費
等

教
育
モ
ニ
タ
ー
に
は
、
委
嘱
式
に

出
席
す
る
旅
費
及
び
通
信
に
必
要

な
諸
用
品
を
支
給
し
ま
す
。

○
応
募
の
方
法

「
応
募
用
紙
」
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
郵
送
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

な
お
、「
応
募
用
紙
」
は
県
庁
県

民
セ
ン
タ
ー
、
県
教
育
委
員
会
総

務
課
、
各
教
育
事
務
所
（
県
内
５

ヶ
所
）、
各
市
町
村
教
育
委
員
会

に
も
置
い
て
あ
り
ま
す
。

○
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

〒
３
７
１
‐
８
５
７
０
　
前
橋
市
大

手
町
１
―
１
―
１

群
馬
県
教
育
委
員
会
総
務
課

電
話
０
２
７
―
２
２
６
―
４
５
２

４

（
封
筒
の
表
に
、「
教
育
モ
ニ
タ
ー
応

募
」
と
朱
書
し
て
く
だ
さ
い
）

○
募
集
期
間

平
成
16
年
７
月
１
日
（
木
）
か
ら

７
月
31
日
（
土
）
ま
で

○
選
考
結
果

応
募
者
が
予
定
人
員
を
超
え
た
場

合
は
、
応
募
用
紙
に
記
載
さ
れ
た

本
人
の
応
募
動
機
・
意
見
等
を
参

考
に
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
等
を

考
慮
し
た
上
で
選
考
し
、
結
果
は

応
募
者
全
員
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

広報かたしな H16. 7

11

公
共
交
通
フ
ェ
ア
記
念

「
バ
ス
・
電
車
体
験
乗

車
モ
ニ
タ
ー
」
募
集

平
成
16
年
度
群
馬
県
教

育
モ
ニ
タ
ー
の
募
集
に

つ
い
て

個人向け普通救命講習会のお知らせ
あなたも身につけませんか、心肺蘇生法を！

利根沼田広域消防本部では、第２回個人向け
普通救命講習会を開催します。費用は無料で、
受講者には講習修了証が交付されます。
日時 ８月22日（日）午前９時から12時まで
（８時30分から受付開始）
場所 中央消防署（沼田市高橋場町2049－1）
定員 30人
申込場所 もよりの消防署で午前８時30分か
ら午後５時まで受付（電話申込み可。土、日、
祭日も受け付けます。）

申込締切 実施の２日前（金曜日）
定員になりしだい締め切ります。

詳しいことは各消防署へお問い合せ下さい
中央消防署　1（24）1734
東 消 防 署　1（56）2300
西 消 防 署　1（64）0002
北 消 防 署　1（72）4349

広報かたしな H16. 7

10

第
六
回
野
外
音
楽
祭
と
共
催
す
る

「
森
と
木
の
ま
つ
り
」
を
全
国
植
樹

祭
の
会
場
で
あ
っ
た
「
二
十
一
世
紀

の
森
」
森
林
公
園
で
開
催
し
ま
す
。

「
森
と
木
の
ま
つ
り
」
で
は
、
森
林

の
整
備
を
推
進
し
、
間
伐
材
等
の
有

効
利
用
の
促
進
を
図
る
と
共
に
、
利

根
沼
田
地
区
の
「
木
の
街
づ
く
り
推

進
」
の
一
環
と
し
て
、
一
般
家
庭
に

お
け
る
身
近
な
所
で
の
木
材
利
用
の

加
藤
登
紀
子
・
山
中
千
尋
（
群
馬

が
世
界
に
誇
る
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス

ト
）
が
出
演
し
ま
す
！

○
開
催
日

平
成
十
六
年
八
月
十
五
日
（
日
）

開
場
　
午
前
十
時

○
場
　
所

群
馬
県
立
森
林
公
園

「
二
十
一
世
紀
の
森
」
森
の
広
場

○
内
　
容

（
正
午
）

・
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
等

（
午
後
一
時
）

・
利
根
川
源
流
讃
歌

（
午
後
二
時
）

・
山
中
千
尋
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

（
午
後
三
時
）

・
加
藤
登
紀
子
コ
ン
サ
ー
ト

○
チ
ケ
ッ
ト
一
枚

三
千
円
（
税
込
）

中
学
生
以
下
は
無
料
で
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

経
済
課
窓
口
で
販
売
し
て
お
り
ま

す
。

1
５
８
―
２
１
１
４

促
進
を
図
る
た
め
実
施
す
る
も
の
で

す
。

○
開
催
日

平
成
十
六
年
八
月
十
五
日
（
日
）

開
場
　
午
前
九
時
三
十
分

○
場
　
所

群
馬
県
立
森
林
公
園

「
二
十
一
世
紀
の
森
」

○
内
　
容

▽
丸
太
市
…
素
材
丸
太
の
展
示

即
売
間
伐
材
や
根
元
、
曲
材
等
の

展
示
即
売

丸
太
や
製
材
端
材
を
簡
易
製
材
機

等
に
よ
り
加
工
し
て
ベ
ン
チ
や
丸

太
台
を
作
り
ま
す
。

▽
林
業
機
械
の
展
示
・
取
扱
指
導

（
無
料
）

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
や
刈
払
機
の
取
扱

や
目
立
て
指
導

ナ
タ
・
ノ
コ
・
鎌
・
カ
ン
ナ
等
の

歯
研
ぎ
を
プ
ロ
の
技
術
者
が
指
導

し
ま
す
の
で
会
場
ま
で
持
参
し
て

下
さ
い
。

○
そ
の
他

林
業
関
係
団
体
等
に
よ
る
出
店
も

予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
お

出
か
け
下
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

沼
田
行
政
事
務
所
　
森
林
部

（
林
業
振
興
グ
ル
ー
プ
）

1
０
２
７
８
―
２
２
―
４
４
８
１

「
森
と
木
の
ま
つ
り
」
の

実
施
に
つ
い
て

〜
森
の
宝
物
・
丸
太
市
の
開
催
〜

第
六
回
「
二
十
一
世
紀

の
森
」
野
外
音
楽
祭

〜
チ
ケ
ッ
ト
販
売
に
つ
い
て
〜

日　　時　：　７月２５日（日）
受付時間　：　午後１時～３時（雨天決行）
場　　所　：　尾瀬クリーンセンター

取り扱う品目及び処理費用(消費税込み)は、以下のとおりです。

タイヤの種類

タイヤ（１本あたり）

※ホイールのみは、無料

単　　価

10インチ～13インチ

〃　　　　　ホイール付

14インチ～18インチ

〃　　　　　ホイール付

215－15インチ以上

〃　　　　　ホイール付

トラック15インチ～16インチ

〃　　　　　ホイール付

大型20インチ以上

２００円

４００円

３００円

５００円

４００円

６００円

４００円

８００円

１,２００円

普通自動車（12ボルト）
バッテリー

無　　料

スキーセット（１６０㎝以上）
〃　　　（１５９㎝以下）

カービングスキー（プレート付）
〃　　　　　（プレート無）

スノーボード
スノーボードブーツ

スキーブーツ　　　１組（大）
〃　　　　　　１組（小）

ストック

スキー

３００円
２００円

４００円
３００円

３００円
２００円

３００円
２００円
無 料

お問い合せ
尾瀬クリーンセンター（1５８－２０１６） 片品村役場保健課（1５８－２１１５）

タイヤ・廃バッテリー・スキー用具の回収について�タイヤ・廃バッテリー・スキー用具の回収について�



大
竹
　
高
徳
　
女
　
く
る
み
　
越
　
本

萩
原
　
和
幸
　
男
　
大
　
翔
　
花
　
咲

横
坂
　
幸
男
　
男
　
亜
　
蓮
　
花
　
咲

吉
野
　
幸
芳
　
女
　
結
　
音
　
土
　
出

永
峯
　
　
暢
　
女
　
ひ
な
た
　
須
賀
川

戸
丸
　
正
彦
　
女
　
純
　
菜
　
花
　
咲

小
澤
　
佳
範
　
男
　
和
　
人
　
越
　
本

小
澤
　
佳
範
　
男
　
博
　
人
　
越
　
本

笠
原
　
俊
幸
　
女
　
瑠
々
花
　
越
　
本

(((((

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
　
三
人

桑
原
　
久
男
　
七
二
歳
　
須
賀
川

戸
丸
マ
サ
ホ
　
九
二
歳
　
花
　
咲

入
澤
　
義
雄
　
七
〇
歳
　
越
　
本

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
場
合
は
届
出

の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

窓
　
口
　
か
　
ら

◆
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
　
九
人

五
月
二
十
日
〜
六
月
十
九
日

ひ
ろ
　
　
と

あ
　
　
れ
ん

ゆ
い
　
　
な

じ
ゅ
　
　
な

か
ず
　
　
と

ひ
ろ
　
　
と

る
　
る

か

広報かたしな H16. 7

◆
結
婚
さ
れ
た
方
々
　
五
組

○
星
　
野
　
雄
　
一

花
　
咲

齋
　
藤
　
ひ
ろ
み

岩
手
県

○
桑
　
原
　
啓
　
文

幡
　
谷

中
　
島
　
未
　
来

群
馬
町

○
井
　
上
　
幸
　
雄

鎌
　
田

芝
　
田
　
典
　
子

桐
生
市

○
井
　
上
　
雅
　
由

摺
　
渕

晴
　
智
　
か
　
な

沼
田
市

○
入
　
澤
　
正
　
司

越
　
本

長
　
岡
　
由
里
子

前
橋
市

将来どんな人になってほしいですか
人から必要とされる人

間になってほしいです。

ちゃん（H15．７．10生）

今泉大吉・和美さん（花咲）のお子さん

命名 南
出産後病院に会いに行

くとき、背峰峠を越え川
場村に入ると南の方向に
きれいな虹がでていまし
た。思わず見とれてしま
いましたが、今、あの虹
のように皆から注目され
ているんだと思いなが
ら、虹の方向の南をとっ
て南と名付けました。

みなみ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http：

//w
w
w
.vill.katashina.gunm

a.jp/
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「
か
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は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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■父：重雄さん　母：節子さん

■職業は何ですか：尾瀬高原ホテルに勤務し、調

理を担当しています。

■趣味は何ですか：読書も好きですが、お酒も好

きです。スロットなんかも同じくらい好きです。

■片品をどう思いますか？：呑気な酔払いがたく

さんいて、楽しい村だと思います。もっと楽し

い村にしたいです。

■好きな異性のタイプ：優しくて、品のある女性

がいいと思っています。

編集／片品村役場むらづくり観光課　 〒378-0498 群馬県利根郡片品村大字鎌田3967-3 10278（58）2112
Eメールアドレス　kanko@vill.katashina.gunma.jp
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７月17日（土）月夜野病院
18日（日）内田病院
19日（月）利根中央病院
24日（土）国立沼田病院
25日（日）沼田脳神経外科
31日（土）沼田脳神経外科

８月１日（日）月夜野病院

７日（土）内田病院
８日（日）国立沼田病院
14日（土）利根中央病院
15日（日）内田病院
21日（土）国立沼田病院
22日（日）沼田脳神経外科

◆休日の病院◆

12
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固 定 資 産 税　　第２期
国民健康保険税　　第４期
水　道　料　　６・７月分

納期は８月２日（月）です

今月の�
  納期は�

No.97

星　野　裕　崇 さ
ん 土出（25才）

ほし　 の ひろ たか

菅沼花委員会で育てている「菅沼ラベンダー畑」のラ

ベンダー摘み取り体験会が６月27日と７月４日に行わ

れました。２日間とも天気に恵まれ、朝からたくさんの

方々が訪れ、摘

み取りや香りを

楽しみました。

約50アールの畑

は3000株のラ

ベンダーの花で

“紫のじゅうた

ん”のようでした。

★ラベンダー摘み取り体験会★

撮影　菅沼　星野十季男さん




